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(57)【要約】
【課題】　別画面が表示されている場合であって必要と
考えられるときに、ユーザ操作を要することなくコンテ
ンツ情報画面を表示する。
【解決手段】　コンテンツ情報表示装置は、再生するコ
ンテンツが次のコンテンツに変更される場合、次に再生
されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識して
いと推定される条件を満足するか否かを判断し、満足す
る場合に別画面を一時的に消去し、コンテンツ情報画面
を表示する。例えば、累積再生回数が基準値以下である
場合に、累積再生回数に対応付けられた時間だけ別画面
を消去し、コンテンツ情報画面を表示する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生中のコンテンツのコンテンツ情報を含むコンテンツ情報画面を表示装置に表示させ
るコンテンツ情報表示手段と、
　前記コンテンツ情報画面に代えて、前記コンテンツ情報画面とは異なる別画面を表示さ
せる別画面表示手段と、
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されるか否かを判断する変更判断手段と、
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記別画面の表
示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる別画面消去
手段とを備える、コンテンツ情報表示装置。
【請求項２】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、次に再生される
コンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと推定される条件を満足するか否
かを判断する条件判断手段をさらに備え、
　次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと推定される条
件を満足する場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記
コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる、請求項１に記載のコンテンツ情報表示
装置。
【請求項３】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以下であるか否かを判断し、
　次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以下であると判断された場合、前記
別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前
記表示装置に表示させる、請求項２に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項４】
　コンテンツの累積再生回数に対応付けて、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記
コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる時間を管理する管理手段をさらに備え、
　次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以下であると判断された場合、前記
別画面消去手段が、前記管理手段の管理内容に基づいて、次に再生されるコンテンツの累
積再生回数に対応付けられた時間だけ、前記別画面の表示を消去させ、前記コンテンツ情
報画面を前記表示装置に表示させる、請求項３に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項５】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以上であるか否
かを判断し、
　次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以上であると判断さ
れた場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテン
ツ情報画面を前記表示装置に表示させる、請求項２に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項６】
　コンテンツの前回再生日時からの経過時間に対応付けて、前記別画面の表示を一時的に
消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる時間を管理する管理手段
をさらに備え、
　次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以上であると判断さ
れた場合、前記別画面消去手段が、前記管理手段の管理内容に基づいて、次に再生される
コンテンツの前回再生日時からの経過時間に対応付けられた時間だけ、前記別画面の表示
を消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる、請求項５に記載のコ
ンテンツ情報表示装置。
【請求項７】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間が基準値以下で
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あるか否かを判断し、
　次に再生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間が基準値以下である
と判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記
コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる、請求項２に記載のコンテンツ情報表示
装置。
【請求項８】
　コンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間に対応付けて、前記別画面の表示を
一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる時間を管理する
管理手段をさらに備え、
　次に再生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間が基準値以下である
と判断された場合、前記別画面消去手段が、前記管理手段の管理内容に基づいて、次に再
生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間に対応付けられた時間だけ、
前記別画面の表示を消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる、請
求項７に記載のコンテンツ情報表示装置。　
【請求項９】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、次に再生される
コンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される条件を満足するか否かを判断す
る条件判断手段をさらに備え、
　次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される条件を満足す
る場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ
情報画面を前記表示装置に表示させる、請求項１に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項１０】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以上であるか否かを判断し、
　次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以上であると判断された場合、前記
別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前
記表示装置に表示させる、請求項９に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項１１】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以下であるか否
かを判断し、
　次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以下であると判断さ
れた場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテン
ツ情報画面を前記表示装置に表示させる、請求項９に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項１２】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツのリピート再生回数が基準値以上であるか否かを判断し
、
　次に再生されるコンテンツのリピート再生回数が基準値以上であると判断された場合、
前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面
を前記表示装置に表示させる、請求項９に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項１３】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
段が、次に再生されるコンテンツの手動別画面消去回数が基準値以上であるか否かを判断
し、
　次に再生されるコンテンツの手動別画面消去回数が基準値以上であると判断された場合
、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画
面を前記表示装置に表示させる、請求項９に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項１４】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された場合、前記条件判断手
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段が、次に再生されるコンテンツのスキップ回数が基準値以下であるか否かを判断し、
　次に再生されるコンテンツのスキップ回数が基準値以下であると判断された場合、前記
別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前
記表示装置に表示させる、請求項９に記載のコンテンツ情報表示装置。
【請求項１５】
　再生中のコンテンツのコンテンツ情報を含むコンテンツ情報画面を表示装置に表示させ
る表示制御手段と、
　前記コンテンツ情報画面に代えて、前記コンテンツ情報画面とは異なる別画面を表示さ
せる別画面表示手段と、
　別画面を一時的に消去させるコンテンツの再生位置を記憶する記憶部と、
　コンテンツの再生位置が前記記憶部に記憶されている別画面を一時的に消去させるコン
テンツの再生位置に到達したか否かを判断する再生位置判断手段と、
　コンテンツの再生位置が前記記憶部に記憶されている別画面を一時的に消去させるコン
テンツの再生位置に到達したと判断された場合、前記別画面の表示を一時的に消去させ、
前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる別画面消去手段とを備える、コンテ
ンツ情報表示装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれかに記載のコンテンツ情報表示装置の各手段をコンピュータに
実行させる、コンテンツ情報表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ情報を表示装置に表示させるコンテンツ情報表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置を有するオーディオ機器には、スクリーンセーバが設けられている。スクリー
ンセーバは、ユーザ操作が所定時間継続して実行されない場合に起動され、ユーザ操作が
実行されるまで動作し続ける。曲の再生中にスクリーンセーバ画面が表示されている場合
、ユーザは、曲名を確認する際に、何らかの操作を実行してスクリーンセーバ画面を消去
してコンテンツ情報画面を表示させる必要があり、不便である。この問題を解決するため
に、スクリーンセーバ画面に必要な情報を合成して表示する技術が提案されている（下記
特許文献１）。しかし、この技術をオーディオ機器に適用すると、再生プログラムからの
曲名等の通知をスクリーンセーバが受信し、受信した曲名をスクリーンセーバ画面に合成
する必要があるので、プログラムの開発コストが非常に大きくなり、マイコンの処理の負
担が大きくなる。
【０００３】
　また、オーディオ機能を搭載したカーナビゲーションシステムにおいて、地図画面が表
示されている場合も同様に、ユーザは、曲名を確認する際に、操作を実行して地図画面の
表示を消去してコンテンツ情報画面を表示させる必要があり、不便である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１８９２８２号公報
【特許文献１】特開平８－１９４５９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記従来の課題を解決するためになされたものであり、必要と考えられるとき
に、ユーザ操作を要することなく、コンテンツ情報画面を表示させることができるコンテ
ンツ情報表示装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の好ましい実施形態によるコンテンツ情報表示装置は、再生中のコンテンツのコ
ンテンツ情報を含むコンテンツ情報画面を表示装置に表示させるコンテンツ情報表示手段
と、前記コンテンツ情報画面に代えて、前記コンテンツ情報画面とは異なる別画面を表示
させる別画面表示手段と、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されるか否かを判
断する変更判断手段と、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判断された
場合、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に
表示させる別画面消去手段とを備える。
【０００７】
　再生するコンテンツが次のコンテンツに変更される際に、一時的に別画面の表示が消去
され、コンテンツ情報画面が自動的に表示されるので、ユーザ操作を要することなく、ユ
ーザは次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報を確認することができる。
【０００８】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと
推定される条件を満足するか否かを判断する条件判断手段をさらに備え、次に再生される
コンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと推定される条件を満足する場合
、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画
面を前記表示装置に表示させる。
【０００９】
　再生されるコンテンツが次のコンテンツに変更される際に必ず別画面の表示が消去され
、コンテンツ情報画面が表示されると、次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユ
ーザが十分に認識している場合にはかえって煩わしいと考えられるが、本例の場合、次に
再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと推定される条件を満
足する場合にのみ、別画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利
便性がさらに向上する。
【００１０】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値
以下であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以下であ
ると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前
記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００１１】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが十分に認識してい
ないと推定される、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以下である場合に
、別画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上
する。
【００１２】
　好ましい実施形態においては、コンテンツの累積再生回数に対応付けて、前記別画面の
表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる時間を管
理する管理手段をさらに備え、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以下で
あると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記管理手段の管理内容に基づいて、次
に再生されるコンテンツの累積再生回数に対応付けられた時間だけ、前記別画面の表示を
消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００１３】
　例えば、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が少ない方が、ユーザがコンテンツ
情報をより認識していないと推定されるので、この場合に別画面を消去してコンテンツ情
報画面を表示する時間を長くすることによって、より長い時間コンテンツ情報を見ること
ができ、利便性を高くすることができる。
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【００１４】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経
過時間が基準値以上であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツの前回再生日時か
らの経過時間が基準値以上であると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面
の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００１５】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと
推定される、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以上であ
る場合に、別画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさ
らに向上する。
【００１６】
　好ましい実施形態においては、コンテンツの前回再生日時からの経過時間に対応付けて
、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示
させる時間を管理する管理手段をさらに備え、次に再生されるコンテンツの前回再生日時
からの経過時間が基準値以上であると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記管理
手段の管理内容に基づいて、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間に
対応付けられた時間だけ、前記別画面の表示を消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記
表示装置に表示させる。
【００１７】
　例えば、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が長い方が、ユーザ
がコンテンツ情報をより認識していないと推定されるので、この場合に別画面を消去して
コンテンツ情報画面を表示する時間を長くすることによって、より長い時間コンテンツ情
報を見ることができ、利便性を高くすることができる。
【００１８】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時
からの経過時間が基準値以下であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツの記憶媒
体への登録日時からの経過時間が基準値以下であると判断された場合、前記別画面消去手
段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に
表示させる。
【００１９】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツのコンテンツ情報をユーザが認識していないと
推定される、次に再生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間が基準値
以下である場合に、別画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利
便性がさらに向上する。
【００２０】
　好ましい実施形態においては、コンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間に対
応付けて、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装
置に表示させる時間を管理する管理手段をさらに備え、次に再生されるコンテンツの記憶
媒体への登録日時からの経過時間が基準値以下であると判断された場合、前記別画面消去
手段が、前記管理手段の管理内容に基づいて、次に再生されるコンテンツの記憶媒体への
登録日時からの経過時間に対応付けられた時間だけ、前記別画面の表示を消去させ、前記
コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００２１】
　例えば、次に再生されるコンテンツの記憶媒体への登録日時からの経過時間が短い方が
、ユーザがコンテンツ情報をより認識していないと推定されるので、この場合に別画面を
消去してコンテンツ情報画面を表示する時間を長くすることによって、より長い時間コン
テンツ情報を見ることができ、利便性を高くすることができる。
【００２２】
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　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される
条件を満足するか否かを判断する条件判断手段をさらに備え、次に再生されるコンテンツ
がユーザが好むコンテンツであると推定される条件を満足する場合、前記別画面消去手段
が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表
示させる。
【００２３】
　再生されるコンテンツが次のコンテンツに変更される際に必ず別画面の表示が消去され
、コンテンツ情報画面が表示されると、次に再生されるコンテンツをユーザが好まない場
合にはかえって煩わしいと考えられるが、本例の場合、次に再生されるコンテンツがユー
ザが好むコンテンツである条件を満足する場合にのみ、別画面の表示が消去され、コンテ
ンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上する。
【００２４】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値
以上であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以上であ
ると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前
記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００２５】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される
、次に再生されるコンテンツの累積再生回数が基準値以上である場合に、別画面の表示が
消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上する。
【００２６】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経
過時間が基準値以下であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツの前回再生日時か
らの経過時間が基準値以下であると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面
の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００２７】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される
、次に再生されるコンテンツの前回再生日時からの経過時間が基準値以下である場合に、
別画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上す
る。
【００２８】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツのリピート再生回数が基
準値以上であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツのリピート再生回数が基準値
以上であると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去
させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００２９】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される
、次に再生されるコンテンツのリピート再生回数が基準値以上である場合に、別画面の表
示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上する。
【００３０】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツの手動別画面消去回数が
基準値以上であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツの手動別画面消去回数が基
準値以上であると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に
消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００３１】
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　本例の場合、次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される
、次に再生されるコンテンツの手動別画面消去回数が基準値以上である場合に、別画面の
表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上する。
【００３２】
　好ましい実施形態においては、再生するコンテンツが次のコンテンツに変更されると判
断された場合、前記条件判断手段が、次に再生されるコンテンツのスキップ回数が基準値
以下であるか否かを判断し、次に再生されるコンテンツのスキップ回数が基準値以下であ
ると判断された場合、前記別画面消去手段が、前記別画面の表示を一時的に消去させ、前
記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる。
【００３３】
　本例の場合、次に再生されるコンテンツがユーザが好むコンテンツであると推定される
、次に再生されるコンテンツのスキップ回数が基準値以下である場合に、別画面の表示が
消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上する。
【００３４】
　好ましい実施形態においては、再生中のコンテンツのコンテンツ情報を含むコンテンツ
情報画面を表示装置に表示させる表示制御手段と、前記コンテンツ情報画面に代えて、前
記コンテンツ情報画面とは異なる別画面を表示させる別画面表示手段と、別画面を一時的
に消去させるコンテンツの再生位置を記憶する記憶部と、コンテンツの再生位置が前記記
憶部に記憶されている別画面を一時的に消去させるコンテンツの再生位置に到達したか否
かを判断する再生位置判断手段と、コンテンツの再生位置が前記記憶部に記憶されている
別画面を一時的に消去させるコンテンツの再生位置に到達したと判断された場合、前記別
画面の表示を一時的に消去させ、前記コンテンツ情報画面を前記表示装置に表示させる別
画面消去手段とを備える。
【００３５】
　コンテンツの再生位置が記憶部に記憶されている別画面を一時的に消去させるコンテン
ツの再生位置に到達した際に、一時的に別画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が
自動的に表示されるので、ユーザ操作を要することなく、ユーザは再生中のコンテンツの
コンテンツ情報を確認することができる。
【発明の効果】
【００３６】
　必要と考えられるときに、ユーザ操作を要することなく、コンテンツ情報画面を表示さ
せることができるコンテンツ情報表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の好ましい実施形態によるコンテンツ再生装置（コンテンツ情報表示装置
）を示すブロック図である。
【図２】コンテンツ情報画面を示す図である。
【図３】スクリーンセーバ画面を示す図である。
【図４】コンテンツ情報ＤＢを示す図である。
【図５】制御部２（各プログラム）の処理を示すフローチャートである。
【図６】制御部２（各プログラム）の処理を示すフローチャートである。
【図７】スクリーンセーバ消去時間テーブルを示す図である。
【図８】制御部２（各プログラム）の処理を示すフローチャートである。
【図９】スクリーンセーバ消去時間テーブルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、図面を参照して具体的に説明するが、本発
明はこれらの実施形態には限定されない。図１は、本発明の好ましい実施形態によるコン
テンツ情報表示装置が適用されるコンテンツ再生装置１００の構成を示すブロック図であ
る。
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【００３９】
　コンテンツ再生装置１００は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）５に記録されている複数の
コンテンツの中から選択されたコンテンツを再生部８において再生し、映像及び／又は音
声等を出力するものである。コンテンツ再生装置１００は、再生（又は単に選択）してい
るコンテンツのコンテンツ情報画面を表示する。また、コンテンツ再生装置１００は、コ
ンテンツ情報画面の代わりにコンテンツ情報画面とは異なる別画面を表示する場合がある
。別画面は、例えば、スクリーンセーバ画面や、カーナビゲーションシステムにおける地
図画面等であるが、本例ではスクリーセーバである。つまり、コンテンツ再生装置１００
は、ユーザ操作による指示が所定時間継続して入力されない場合、コンテンツ情報画面に
代えて、スクリーンセーバ画面を表示する。ここで、コンテンツとは、映像データ、曲（
音楽）データ、又は静止画データ等の総称であるが、本例では曲データの場合を例に説明
する。スクリーンセーバとはプログラムのことを指し、スクリーセーバ画面とはスクリー
ンセーバによって表示される画面を指す。
【００４０】
　コンテンツ再生装置１００は、制御部２、ＲＡＭ３、ＲＯＭ４、ＨＤＤ５、操作部６、
表示部７、及び、再生部８を備える。これらは、バスを介して互いに接続されている。
【００４１】
　制御部２は、コンテンツ再生装置１００の全体を制御するものであり、ＲＯＭ４または
ＨＤＤ５に格納されたプログラムをＲＡＭ３内に読み出して実行することにより、後述す
る各処理を実行する。プログラムには、キー処理プログラムと、スクリーンセーバと、タ
イマープログラムと、再生プログラムとを含む。これらのプログラムの各処理は後述する
。なお、これら４つのプログラムは、１つのプログラムで構成されていてもよく、２つの
プログラムで構成されていてもよい。
【００４２】
　制御部２は、再生部８が再生している（再生停止又は一時停止の際には、単に選択して
いる）曲に関して、図２に示すようなコンテンツ情報画面を表示部７に表示させる。コン
テンツ情報は、例えば、アーティスト名、アルバム名、曲名等のメタデータを含む。コン
テンツ情報画面は、例えば、アーティスト名、アルバム名、曲名、曲の再生時間、現在の
再生位置、曲のフォーマット等が表示される。
【００４３】
　制御部２は、ユーザ操作による指示が所定時間継続して入力されない場合に、図３に示
すようなスクリーンセーバ画面を表示部７に表示させる。スクリーンセーバ画面はコンテ
ンツ情報画面を略完全に覆うので、スクリーンセーバ画面が表示されると、コンテンツ情
報画面が表示されなくなり、ユーザはコンテンツ情報画面を視認できなくなる。
【００４４】
　制御部２は、再生部８が再生する曲が次の曲に変更される際に、スクリーセーバ画面が
表示されていると、一時的に（所定時間）、スクリーンセーバ画面の表示を消去し、コン
テンツ情報画面を表示部７に表示させる。これにより、再生する曲が変更される際に、ユ
ーザは何らユーザ操作を実行することなく、次に再生される曲のコンテンツ情報を確認す
ることができる。
【００４５】
　制御部２は、再生部８によって再生されている曲の再生位置がスクリーンセーバ画面を
一時的に消去させるコンテンツの再生位置（特に限定されないが、本例ではさびの開始位
置）に到達する際に、スクリーセーバ画面が表示されていると、所定時間、スクリーンセ
ーバ画面の表示を消去し、コンテンツ情報画面を表示部７に表示させる。これにより、曲
のさびが再生される際に、ユーザは何らユーザ操作を実行することなく、再生中の曲のコ
ンテンツ情報を確認することができる。
【００４６】
　ＨＤＤ５には複数のコンテンツ（本例では曲データ）が記録されている。ＨＤＤ５に記
録されている曲データは、制御部２の指示によって読み出され、再生部８によって再生さ
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れる。
【００４７】
　ＨＤＤ５には、図４に示すコンテンツ情報データベース（コンテンツ情報ＤＢ）が記録
されている。コンテンツ情報ＤＢは、ＨＤＤ５に記録されている全曲データに関するコン
テンツ情報を管理する。コンテンツ情報ＤＢは、コンテンツＩＤに対応付けて、アーティ
スト名、アルバム名、曲名、さび開始位置（さび開始時刻）等が登録されている。さびは
１曲中に複数回登場するので、全てのさびの開始位置が登録されている。さび開始位置は
、スクリーンセーバ画面を一時的に消去させるコンテンツの再生位置であり、さび開始位
置の代わりに、所定時間毎の位置（例えば、１：００、２：００、３：００等の１分ごと
の位置）が使用されてもよい。
【００４８】
　操作部６は、ユーザからの指示を受け付けて制御部２に送信するものであり、操作ボタ
ンやリモコン等である。例えば、操作部６は、再生ボタンを含み、再生指示がユーザ操作
によって入力される。
【００４９】
　表示部７は、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）等であり、図２のコンテンツ情報画面や、図
３のスクリーンセーバ画面を表示する。
【００５０】
　次に、コンテンツ再生装置１００の動作を説明する。図５は、制御部２の処理を示すフ
ローチャートであり、各プログラム単位で処理を記載している。キー処理プログラムは、
ユーザ操作に基づいて操作部６のキーが操作されたか否かを判断している。キーが操作さ
れた場合、キー処理プログラムは、キー操作通知をスクリーンセーバに送信する（Ｓ１）
。ここでは、単にキー操作があったことのみが通知されればよく、操作されたキーの内容
を通知する必要はない。また、キー処理プログラムは、キー通知を再生プログラムに送信
する（Ｓ２）。ここでは、操作されたキーの内容を通知する必要がある。この場合には、
再生キーが操作されたとする。
【００５１】
　スクリーンセーバは、キー操作通知を受信すると、タイマープログラムに対して、スク
リーンセーバ画面を表示開始するまでの時間を計時するためのタイマーをセットすること
を要求する（Ｓ１１）。これに応じて、タイマープログラムは、タイマーを所定時間にセ
ットし（例えば１５分）、タイマーカウントを開始する。この所定時間はユーザ操作によ
って予め設定される。
【００５２】
　タイマープログラムは、セットしたタイマーが所定時間経過した際に、スクリーンセー
バに対してタイムアウトしたことを通知する（Ｓ２１）。これに応じて、スクリーンセー
バは、スクリーンセーバ画面を生成し、表示部７に表示させる（Ｓ１２）。従って、コン
テンツ情報画面は表示されなくなる。なお、タイムアウト前に再度ユーザ操作があった場
合、タイマーカウントがリセットされ、最初からタイマーカウントが実行される。
【００５３】
　再生プログラムは、キー通知（例えば再生指示）に応じて、曲データの再生を準備する
（例えば、再生開始する曲データのファイルをオープンする）（Ｓ３１）。なお、再生す
べき曲はこれよりも前のユーザ操作で選択されているものとする。
【００５４】
　再生プログラムは、コンテンツ情報ＤＢから、再生すべき曲に関する１又は複数のさび
開始位置を取得し、ＲＡＭ３に一時的に保存する（Ｓ３２）。例えば、コンテンツＩＤが
１の曲が再生される場合、さび開始位置として、１：２３、２：２５、４：２２、４：４
５の４箇所が取得される。
【００５５】
　再生プログラムは、曲データの再生を開始する（Ｓ３３）。そして、再生プログラムは
、再生開始した曲に関するコンテンツ情報画面を生成し、表示部７に表示させる。但し、
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スクリーンセーバ画面が表示されている場合には、コンテンツ情報画面がスクリーンセー
バ画面によって覆われるので、表示されない。
【００５６】
　再生プログラムは、曲の再生位置がさび開始位置に到達した（「到達する」の意味を含
む、以下同様。）か否かを判断している（Ｓ３４）。到達していない場合（Ｓ３４でＮＯ
）、処理はＳ３６に進む。到達した場合（Ｓ３４でＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリ
ーンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３５）
。
【００５７】
　また、再生プログラムは、再生する曲が次の曲に変更されるか否かを判断している（Ｓ
３６）。例えば、曲リストに従って曲を連続再生する場合に、現在再生中の曲が再生終了
すると、自動的に曲リストの次の曲が選択される。もしくは、ユーザ操作によって再生す
る曲が他の曲に変更されてもよい。変更されない場合（Ｓ３６でＮＯ）、処理はＳ３４に
戻る。変更される場合（Ｓ３６でＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の
表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。その後、処理は
Ｓ３１に戻る。
【００５８】
　スクリーンセーバは、スクリーンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示を受信した
か否かを判断している（Ｓ１３）。受信した場合（Ｓ１３でＹＥＳ）、スクリーンセーバ
は、現在スクリーンセーバ画面を表示中であるか否かを判断する（Ｓ１４）。スクリーン
セーバ画面を表示中でなければ（Ｓ１４でＮＯ）、Ｓ１３に戻る。
【００５９】
　スクリーンセーバ画面を表示中であれば（Ｓ１４でＹＥＳ）、スクリーンセーバはスク
リーンセーバ画面の表示を一時的に消去する（Ｓ１５）。従って、ユーザ操作を要するこ
となく、スクリーンセーバ画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示部７に表示
される。
【００６０】
　スクリーンセーバは、タイマープログラムに対して、スクリーンセーバ画面を再度表示
開始するまでの時間を計時するためのタイマーをセットすることを要求する（Ｓ１６）。
これに応じて、タイマープログラムは、タイマーを所定時間にセットし（例えば５秒）、
タイマーカウントを開始する。
【００６１】
　タイマープログラムは、セットしたタイマーが所定時間経過した際に、スクリーンセー
バに対してタイムアウトしたことを通知する（Ｓ２２）。これに応じて、スクリーンセー
バは、スクリーンセーバ画面を生成し、表示部７に再度表示させる（Ｓ１２）。
【００６２】
　以上の処理によって、ユーザ操作を要することなく、再生する曲が次の曲に変更される
際、および／または、曲の再生位置がさび開始位置に到達した際に、自動的にスクリーン
セーバ画面の表示が消去されるので、ユーザは曲のコンテンツ情報を確認することができ
る。なお、再生する曲が次の曲に変更される際、曲の再生位置がさび開始位置に到達した
際の、どちらか一方の場合のみ、自動的にスクリーンセーバ画面の表示を消去するように
してもよい。
【００６３】
　図６は、図５の処理の変形例を示し、Ｓ３６の処理がＳ３６、Ｓ３６Ｂ、Ｓ３６Ｃ、Ｓ
３６Ｄに変更されており、その他の処理は同じである。本例では、再生する曲が次の曲に
変更される際、次に再生される曲のコンテンツ情報をユーザが認識していないと推定され
る条件を満足するか否かが判断される。そして、次に再生される曲のコンテンツ情報をユ
ーザが認識していないと推定される条件を満足する場合、スクリーンセーバ画面の表示を
一時的に消去させ、コンテンツ情報画面を表示させる。一方、次に再生される曲のコンテ
ンツ情報をユーザが認識していないと推定される条件を満足しない場合、スクリーンセー
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バ画面の表示を消去させない。本例では、コンテンツ情報ＤＢに、ユーザが曲のコンテン
ツ情報を認識していないと推定するための情報として、曲の累積再生回数、前回再生日時
、および、ＨＤＤ５への曲の登録日時がさらに登録されている。
【００６４】
　再生プログラムは、再生する曲が次の曲に変更されるか否かを判断する（Ｓ３６）。変
更されなければ（Ｓ３６でＮＯ）、Ｓ３４に戻る。変更される場合（Ｓ３６でＹＥＳ）、
再生プログラムは、次に再生される曲の累積再生回数が基準値以下であるか否かを判断す
る（Ｓ３６Ｂ）。累積再生回数はコンテンツ情報ＤＢに登録されている情報が使用される
。累積再生回数が基準値以下であれば（Ｓ３６ＢでＹＥＳ）、ユーザは次に再生される曲
のコンテンツ情報を認識していないと推定されるので、再生プログラムは、スクリーンセ
ーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。その
後、処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が一時的に消去され、コンテン
ツ情報画面が表示される。
【００６５】
　累積再生回数が基準値よりも大である場合（Ｓ３６ＢでＮＯ）、再生プログラムは、次
に再生される曲の前回再生日時からの経過時間が基準値以上であるか否かを判断する（Ｓ
３６Ｃ）。前回再生日時はコンテンツ情報ＤＢに登録されている情報が使用され、現在日
時は例えばタイマープログラムによって管理されていることとする。基準値以上であれば
（Ｓ３６ＣでＹＥＳ）、久しぶりに当該曲が再生されることになり、ユーザは次に再生さ
れる曲のコンテンツ情報を認識していないと推定されるので、再生プログラムは、スクリ
ーンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）
。その後、処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が一時的に消去され、コ
ンテンツ情報画面が表示される。
【００６６】
　次に再生される曲の前回再生日時からの経過時間が基準値未満の場合（Ｓ３６ＣでＮＯ
）、再生プログラムは、次に再生される曲のＨＤＤ５への登録日時からの経過時間が基準
値以下であるか否かを判断する（Ｓ３６Ｄ）。曲のＨＤＤ５への登録日時はコンテンツ情
報ＤＢに登録されている情報が使用される。基準値以下であれば（Ｓ３６ＤでＹＥＳ）、
当該曲がＨＤＤ５に登録されてからあまり時間が経過しておらず（比較的新しく登録した
曲であり）、ユーザは次に再生される曲のコンテンツ情報を認識していないと推定される
ので、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリ
ーンセーバに送信する（Ｓ３７）。その後、処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセ
ーバ画面が一時的に消去され、コンテンツ情報画面が表示される。
【００６７】
　基準値以下でなければ（Ｓ３６ＤでＮＯ）、スクリーンセーバ画面の表示を一時的に消
去する指示をスクリーンセーバに送信することなく、処理はＳ３１に戻る。従って、スク
リーンセーバ画面が消去されない。以上の処理によって、再生される曲が次の曲に変更さ
れる際に必ずスクリーンセーバ画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示される
と、次に再生される曲のコンテンツ情報をユーザが十分に記憶、認識している場合にはか
えって煩わしいと考えられるが、本例の場合、次に再生される曲のコンテンツ情報をユー
ザが十分に記憶、認識していないであろうと考えられる場合のみ、スクリーンセーバ画面
の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示されるので、利便性がさらに向上する。
【００６８】
　なお、図６において、Ｓ３６Ｂ、Ｓ３６Ｃ、Ｓ３６Ｄの少なくとも１つの処理が実行さ
れればよい。例えば、Ｓ３６Ｂのみが実行される場合、Ｓ３６ＢでＮＯと判断されると、
Ｓ３１へと戻る。また、Ｓ３６Ｃのみが実行される場合、Ｓ３６ＣでＮＯと判断されると
、Ｓ３１へと戻る。また、Ｓ３６Ｄのみが実行される場合、Ｓ３６ＤでＮＯと判断される
と、Ｓ３１へと戻る。
【００６９】
　次に、図６の処理のさらなる変形例を説明する。本例では、ＨＤＤ５に、図７に示すス
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クリーンセーバ消去時間テーブルが格納されている。スクリーンセーバ消去時間テーブル
は、曲の累積再生回数、曲の前回再生日時からの経過時間、および、曲のＨＤＤ５への登
録日時からの経過時間に対応付けて、スクリーンセーバ画面の表示を一時的に消去させ、
コンテンツ情報画面を表示させる時間を管理する。
【００７０】
　図６に示すように、Ｓ３６Ｂにおいて、次に再生する曲の累積再生回数が基準値以下で
あると判断された場合（Ｓ３６ＢでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面
の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき、再
生プログラムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する曲の
累積再生回数に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特定し、スクリーンセ
ーバに送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲の累積再生回数に対応付けられたス
クリーンセーバ画面の消去時間だけ、スクリーンセーバ画面が消去され、コンテンツ情報
画面が表示される。例えば、次に再生される曲の累積再生回数が５回であれば、スクリー
ンセーバの消去時間は６０秒となり、次に再生される曲の累積再生回数が５０回であれば
、スクリーンセーバの消去時間は５秒となる。従って、曲の累積再生回数が少なく、ユー
ザがより認識していないと推定される曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便
性を高くできる。
【００７１】
　Ｓ３６Ｃにおいて、次に再生する曲の前回再生日時からの経過時間が基準値以上である
と判断された場合（Ｓ３６ＣでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の表
示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき、再生プ
ログラムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する曲の前回
再生日時からの経過時間に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特定し、ス
クリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲の前回再生日時からの経
過時間に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間だけ、スクリーンセーバ画面が
消去され、コンテンツ情報画面が表示される。例えば、次に再生される曲の前回再生日時
からの経過時間が２００日であれば、スクリーンセーバの消去時間は６０秒となり、次に
再生される曲の前回再生日時からの経過時間が１０日であれば、スクリーンセーバの消去
時間は５秒となる。従って、前回再生日時からの経過時間が長く、ユーザがより認識して
いないと推定される曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便性を高くできる。
【００７２】
　Ｓ３６Ｄにおいて、次に再生される曲のＨＤＤ５への登録日時からの経過時間が基準値
以下であると判断された場合（Ｓ３６ＤでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセー
バ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このと
き、再生プログラムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生さ
れる曲のＨＤＤ５への登録日時からの経過時間に対応付けられたスクリーンセーバ画面の
消去時間を特定し、スクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生される曲
のＨＤＤ５への登録日時からの経過時間に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時
間だけ、スクリーンセーバ画面が消去され、コンテンツ情報画面が表示される。例えば、
次に再生される曲のＨＤＤ５への登録日時からの経過時間が３日であれば、スクリーンセ
ーバの消去時間は６０秒となり、次に再生される曲のＨＤＤ５への登録日時からの経過時
間が２０日であれば、スクリーンセーバの消去時間は５秒となる。従って、ＨＤＤ５への
登録日時からの経過時間が短く、ユーザがより認識していないと推定される曲のコンテン
ツ情報ほど長く表示されるので、利便性を高くできる。
【００７３】
　図８は、図５の処理の変形例を示し、Ｓ３６の処理がＳ３６、Ｓ１３６Ｂ、Ｓ１３６Ｃ
、Ｓ１３６Ｄ、Ｓ１３６Ｅ、Ｓ１３６Ｆに変更されており、その他の処理は同じである。
本例では、再生する曲が次の曲に変更される際、次に再生される曲がユーザが好む曲であ
ると推定される条件を満足するか否かが判断される。そして、次に再生される曲がユーザ
が好む曲であると推定される条件を満足する場合、スクリーンセーバ画面の表示を一時的
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に消去させ、コンテンツ情報画面を表示させる。一方、次に再生される曲がユーザが好む
曲であると推定される条件を満足しない場合、スクリーンセーバ画面の表示を消去させな
い。
【００７４】
　本例では、コンテンツ情報ＤＢに、ユーザの曲の好みの程度を判断する情報として、曲
の累積再生回数、前回再生日時、曲のリピート再生回数、曲のスクリーンセーバ手動消去
回数、および、曲のスキップ回数がさらに登録されている。リピート再生回数はその曲が
複数回連続して再生された回数であり、例えばある曲が２回連続して再生された場合にそ
の曲のリピート再生回数が１加算され、ある曲が３回連続して再生された場合にその曲の
リピート再生回数が２加算される。スクリーンセーバ手動消去回数は、スクリーセーバ画
面が表示されているときにユーザ操作によってスクリーンセーバ画面の表示が手動で消去
され、コンテンツ情報が表示された回数である。スキップ回数は、曲の再生中にユーザ操
作によってスキップ指示が入力され、再生する曲を別の曲に変更された回数である。
【００７５】
　再生プログラムは、再生する曲が次の曲に変更されるか否かを判断する（Ｓ３６）。変
更されなければ（Ｓ３６でＮＯ）、Ｓ３４に戻る。変更される場合（Ｓ３６でＹＥＳ）、
再生プログラムは、次に再生される曲の累積再生回数が基準値以上であるか否かを判断す
る（Ｓ１３６Ｂ）。累積再生回数はコンテンツ情報ＤＢに登録されている情報が使用され
る。累積再生回数が基準値以上であれば（Ｓ１３６ＢでＹＥＳ）、次に再生される曲は頻
繁に再生されており、次に再生される曲がユーザが好む曲であると推定されるので、再生
プログラムは、スクリーンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバ
に送信する（Ｓ３７）。その後、処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が
一時的に消去され、コンテンツ情報画面が表示される。
【００７６】
　累積再生回数が基準値未満である場合（Ｓ１３６ＢでＮＯ）、再生プログラムは、次に
再生される曲の前回再生日時からの経過時間が基準値以下であるか否かを判断する（Ｓ１
３６Ｃ）。前回再生日時はコンテンツ情報ＤＢに登録されている情報が使用され、現在日
時は例えばタイマープログラムによって管理されていることとする。基準値以下であれば
（Ｓ１３６ＣでＹＥＳ）、次に再生される曲は頻繁に再生されており、ユーザが好む曲で
あると推定されるので、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の表示を一時的に消去
する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。その後、処理はＳ３１に戻る。従っ
て、スクリーンセーバ画面が一時的に消去され、コンテンツ情報画面が表示される。
【００７７】
　次に再生される曲の前回再生日時からの経過時間が基準値よりも大きい場合（Ｓ１３６
ＣでＮＯ）、再生プログラムは、次に再生される曲のリピート再生回数が基準値以上であ
るか否かを判断する（Ｓ１３６Ｄ）。曲のリピート再生回数はコンテンツ情報ＤＢに登録
されている情報が使用される。基準値以上であれば（Ｓ１３６ＤでＹＥＳ）、次に再生さ
れる曲がユーザが好む曲であると推定されるので、再生プログラムは、スクリーンセーバ
画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。その後、
処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が一時的に消去され、コンテンツ情
報画面が表示される。
【００７８】
　次に再生される曲のリピート再生回数が基準値未満の場合（Ｓ１３６ＤでＮＯ）、再生
プログラムは、次に再生される曲のスクリーンセーバ手動消去回数が基準値以上であるか
否かを判断する（Ｓ１３６Ｅ）。曲のスクリーンセーバ手動消去回数はコンテンツ情報Ｄ
Ｂに登録されている情報が使用される。基準値以上であれば（Ｓ１３６ＥでＹＥＳ）、次
に再生される曲がユーザが好む曲であると推定されるので、再生プログラムは、スクリー
ンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。
その後、処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が一時的に消去され、コン
テンツ情報画面が表示される。
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【００７９】
　次に再生される曲のスクリーンセーバ手動消去回数が基準値未満の場合（Ｓ１３６Ｅで
ＮＯ）、再生プログラムは、次に再生される曲のスキップ回数が基準値以下であるか否か
を判断する（Ｓ１３６Ｆ）。曲のスキップ回数はコンテンツ情報ＤＢに登録されている情
報が使用される。基準値以下であれば（Ｓ１３６ＦでＹＥＳ）、次に再生される曲がユー
ザが好む曲であると推定されるので、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の表示を
一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。その後、処理はＳ３１
に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が一時的に消去され、コンテンツ情報画面が表示
される。
【００８０】
　次に再生される曲のスキップ回数が基準値よりも多い場合（Ｓ１３６ＦでＮＯ）、スク
リーンセーバ画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信することなく
、処理はＳ３１に戻る。従って、スクリーンセーバ画面が消去されない。以上の処理によ
って、再生される曲が次の曲に変更される際に必ずスクリーンセーバ画面の表示が消去さ
れ、コンテンツ情報画面が表示されると、ユーザが好みでない曲の場合にはかえって煩わ
しいと考えられるが、本例の場合、次に再生される曲がユーザが好む曲であると推定され
る場合のみ、スクリーンセーバ画面の表示が消去され、コンテンツ情報画面が表示される
ので、利便性がさらに向上する。
【００８１】
　なお、図８において、Ｓ１３６Ｂ、Ｓ１３６Ｃ、Ｓ１３６Ｄ、Ｓ１３６Ｅ、Ｓ１３６Ｆ
の少なくとも１つの処理が実行されればよい。例えば、Ｓ１３６Ｂのみが実行される場合
、Ｓ１３６ＢでＮＯと判断されると、Ｓ３１へと戻る。また、Ｓ１３６Ｃのみが実行され
る場合、Ｓ１３６ＣでＮＯと判断されると、Ｓ３１へと戻る。また、Ｓ１３６Ｄのみが実
行される場合、Ｓ１３６ＤでＮＯと判断されると、Ｓ３１へと戻る。また、Ｓ１３６Ｅの
みが実行される場合、Ｓ１３６ＥでＮＯと判断されると、Ｓ３１へと戻る。また、Ｓ１３
６Ｆのみが実行される場合、Ｓ１３６ＦでＮＯと判断されると、Ｓ３１へと戻る。
【００８２】
　次に、図８の処理のさらなる変形例を説明する。本例では、ＨＤＤ５に、図９に示すス
クリーンセーバ消去時間テーブルが格納されている。スクリーンセーバ消去時間テーブル
は、曲の累積再生回数、曲の前回再生日時からの経過時間、曲のリピート再生回数、曲の
スクリーンセーバ手動消去回数、および、曲のスキップ回数に対応付けて、スクリーンセ
ーバ画面の表示を一時的に消去させ、コンテンツ情報画面を表示させる時間を管理する。
【００８３】
　図８に示すように、Ｓ１３６Ｂにおいて、次に再生する曲の累積再生回数が基準値以上
であると判断された場合（Ｓ１３６ＢでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ
画面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき
、再生プログラムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する
曲の累積再生回数に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特定し、スクリー
ンセーバに送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲の累積再生回数に対応付けられ
たスクリーンセーバ画面の消去時間だけ、スクリーンセーバ画面が消去され、コンテンツ
情報画面が表示される。例えば、次に再生される曲の累積再生回数が１１００回であれば
、スクリーンセーバの消去時間は６０秒となり、次に再生される曲の累積再生回数が１１
０回であれば、スクリーンセーバの消去時間は５秒となる。従って、累積再生回数が多く
、ユーザがより好むと推定される曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便性を
高くできる。
【００８４】
　Ｓ１３６Ｃにおいて、次に再生する曲の前回再生日時からの経過時間が基準値以上であ
ると判断された場合（Ｓ１３６ＣでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面
の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき、再
生プログラムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する曲の
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前回再生日時からの経過時間に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特定し
、スクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲の前回再生日時から
の経過時間に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間だけ、スクリーンセーバ画
面が消去され、コンテンツ情報画面が表示される。例えば、次に再生される曲の前回再生
日時からの経過時間が３時間であれば、スクリーンセーバの消去時間は６０秒となり、次
に再生される曲の前回再生日時からの経過時間が２日であれば、スクリーンセーバの消去
時間は５秒となる。従って、前回再生日時からの経過時間が短く、ユーザがより好むと推
定される曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便性を高くできる。
【００８５】
　Ｓ１３６Ｄにおいて、次に再生する曲のリピート再生回数が基準値以上であると判断さ
れた場合（Ｓ１３６ＤでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の表示を一
時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき、再生プログラ
ムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する曲のリピート再
生回数に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特定し、スクリーンセーバに
送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲のリピート再生回数に対応付けられたスク
リーンセーバ画面の消去時間だけ、スクリーンセーバ画面が消去され、コンテンツ情報画
面が表示される。例えば、次に再生される曲のリピート再生回数が１１０回であれば、ス
クリーンセーバの消去時間は６０秒となり、次に再生される曲のリピート再生回数が１１
回であれば、スクリーンセーバの消去時間は５秒となる。従って、リピート再生回数が多
く、ユーザがより好むと推定される曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便性
を高くできる。
【００８６】
　Ｓ１３６Ｅにおいて、次に再生する曲のスクリーンセーバ手動消去回数が基準値以上で
あると判断された場合（Ｓ１３６ＥでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画
面の表示を一時的に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき、
再生プログラムは、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する曲
のスクリーンセーバ手動消去回数に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特
定し、スクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲のスクリーンセ
ーバ手動消去回数に対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間だけ、スクリーンセ
ーバ画面が消去され、コンテンツ情報画面が表示される。例えば、次に再生される曲のス
クリーンセーバ手動消去回数が３０回であれば、スクリーンセーバの消去時間は６０秒と
なり、次に再生される曲のスクリーンセーバ手動消去回数が１２回であれば、スクリーン
セーバの消去時間は５秒となる。従って、スクリーンセーバ手動消去回数が多く、ユーザ
がより好むと推定される曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便性を高くでき
る。
【００８７】
　Ｓ１３６Ｆにおいて、次に再生する曲のスキップ回数が基準値以下であると判断された
場合（Ｓ１３６ＦでＹＥＳ）、再生プログラムは、スクリーンセーバ画面の表示を一時的
に消去する指示をスクリーンセーバに送信する（Ｓ３７）。このとき、再生プログラムは
、スクリーンセーバ消去時間テーブルの内容を参照し、次に再生する曲のスキップ回数に
対応付けられたスクリーンセーバ画面の消去時間を特定し、スクリーンセーバに送信する
（Ｓ３７）。従って、次に再生する曲のスキップ回数に対応付けられたスクリーンセーバ
画面の消去時間だけ、スクリーンセーバ画面が消去され、コンテンツ情報画面が表示され
る。例えば、次に再生される曲のスキップ回数が１回であれば、スクリーンセーバの消去
時間は６０秒となり、次に再生される曲のスキップ回数が８回であれば、スクリーンセー
バの消去時間は５秒となる。従って、スキップ回数が少なく、ユーザがより好むと推定さ
れる曲のコンテンツ情報ほど長く表示されるので、利便性を高くできる。
【００８８】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態には限定さ
れない。スクリーンセーバ画面ではなく、カーナビゲーションシステムの地図画面にも上
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記の処理を適用することができる。コンテンツを記録するサーバにネットワーク経由で接
続可能なクライアントに本発明のスクリーンセーバ画面表示装置が適用されてもよい。つ
まり、コンテンツの記憶場所は特に限定されない。本発明のスクリーンセーバ画面表示装
置をコンピュータに実行させるためのコンピュータプログラム、又は、当該プログラムを
記録した記憶媒体という形態で提供されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明は、ＨＤＤレコーダやＰＣ等のコンテンツ再生装置に好適に採用され得る。
【符号の説明】
【００９０】
　１　　　　　　　コンテンツ再生装置（コンテンツ情報表示装置）
　２　　　　　　　制御部
　３　　　　　　　ＲＡＭ
　４　　　　　　　ＲＯＭ
　５　　　　　　　ＨＤＤ
　６　　　　　　　操作部
　７　　　　　　　表示部
　８　　　　　　　再生部

【図１】

【図２】

【図４】

【図５】
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